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ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
へ
の
応
答

R
・
ニ
ー
バ
ー
の
現
代
的
意
義
と
限
界

千　

葉　
　

眞

Ⅰ
．
ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
か
ら
「
審
判
、
自
由
、
責
任
」
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ス
タ
ン
レ
ー
・
ハ

ワ
ー
ワ
ス
の
近
年
の
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
批
判
（
世
俗
の
人
々
に
と
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
も
説
得
力
を
失
っ
て
い
る
）

と
い
う
の
は
、
ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
賛
成
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ワ
ス
は
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
対
し
て

も
、
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
批
判
的
な
応
答
を
し
て
き
て
い
た
が
、
い
わ
ば
建
設
的
な
応
答
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
傾
聴
す
べ
き
点
が
数
多
く
あ
り
、
私
自
身
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
批
判
は
建
設
的
批
判
と

は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
．
今
日
、
暴
力
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
国
家
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
暗
躍
し
て
い
る
時
代
に
、
ニ
ー
バ
ー
の
権
力
の
傲
慢
（
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
）
――
政
治

権
力
で
あ
れ
、
宗
教
権
力
で
あ
れ
、
軍
事
権
力
で
あ
れ
――
に
関
す
る
批
判
は
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
多
く
の
「
政

治
的
誘
惑
や
熱
狂
主
義
」
に
対
す
る
警
告
と
予
防
と
解
毒
剤
と
し
て
の
ニ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
り
、
そ

の
重
要
性
は
今
日
で
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
一
七
―
一
八
頁
で
の
ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
の
指
摘
は
説
得
力
が
あ
る
。
政

治
勢
力
（
権
力
者
と
体
制
転
覆
者
の
双
方
）
に
自
己
抑
制
、
自
己
制
限
、
自
己
限
定
を
要
求
す
る
ニ
ー
バ
ー
の
固
有
の
視
点
論
点
は
貴
重
で
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あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
日
、
従
来
に
も
ま
し
て
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

Ⅲ
．
さ
ら
に
歴
史
の
神
学
が
ニ
ー
バ
ー
の
神
学
と
政
治
思
想
を
統
合
し
て
い
る
柱
で
あ
る
と
い
う
ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
の
指
摘
（
本
書
一
八
―

一
九
頁
）
も
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ニ
ー
バ
ー
の
歴
史
の
神
学
と
は
審
判
と
自
由
の
弁
証
法
（
あ
る
い
は
弁
証
法
的
緊
張
）
か
ら
成
立
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は A

n Interpretation of C
hristian E

thics

（1935

）
で
初
め
て
展
開
さ
れ
た
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
論
が

土
台
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
キ
リ
ス
ト
論
が T

he N
ature and D

estiny of M
an, 2 vols.

（1941 and 1943

）
に
帰
着

し
、
と
く
に
第
一
巻
で
は
弁
証
法
的
な
人
間
の
神
学
、
第
二
巻
で
同
じ
く
弁
証
法
的
な
歴
史
の
神
学
に
結
実
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
論
的
な
歴
史
の
神
学
は
、
今
度
は
彼
の
政
治
思
想
や
政
治
評
論
の
基
礎
と

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
本
講
演
は
、
審
判
、
自
由
、
責
任
と
い
う
ニ
ー
バ
ー
神
学
な
い
し
ニ
ー
バ
ー
倫
理
学
の
ト
リ
ア
ー
デ
に
つ
い

て
、
多
く
の
貴
重
で
精
緻
な
論
点
や
洞
察
や
評
価
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

Ⅳ
．
私
は
従
来
か
ら
、
ニ
ー
バ
ー
の
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
い
わ
ば
「
預
言
者
宗
教
」（prophetic 

religion

）
に
依
拠
し
た
「
下
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」（C

hristian realism
 from

 below

）
と
、
混
合
経
済
と
勢
力
均
衡
に
依
拠

し
た
戦
後
の
保
守
的
な
「
上
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」（C

hristian realism
 from

 above

）
と
は
同
じ
も
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ

て
い
た
。
今
で
も
そ
の
疑
問
は
消
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
や
は
り
別
物
だ
と
い
う
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。
む
し
ろ
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら

一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
の
公
民
権
運
動
、
社
会
正
義
と
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
人
権

や
公
民
権
擁
護
の
闘
争
の
ほ
う
が
、
前
期
ニ
ー
バ
ー
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
「
下
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
を
、
本
家
本
元
の
ニ
ー
バ
ー

自
身
よ
り
も
よ
り
よ
く
体
現
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
「
権
力
に
関
す
る
現
実
主
義
が
審
判
を
歪
め
る
例
」
と
し

て
ニ
ー
バ
ー
の
公
民
権
運
動
に
対
す
る
懸
念
を
、
ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
が
示
し
て
い
る
の
は
同
意
で
き
る
（
本
書
二
三
―
二
四
頁
）。
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こ
の
時
期
に
ニ
ー
バ
ー
が
書
い
た
も
の
に
は
、
解
放
へ
の
希
望
よ
り
も
白
人
の
巨
大
な
抵
抗
を
引
き
起
こ
す
危
険
の
ほ
う
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
政
治
的
現
実
主
義
者
に
は
、
変
化
へ
の
期
待
は
小
さ
く
、
変
革
の
過
程
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
な
お
数
世
代
を
要
す
る
よ
う
に
見
え
る
（
本
書
二
三
―
二
四
頁
）。

Ⅴ
．
ニ
ー
バ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
は
な
ぜ
後
期
に
な
っ
て
保
守
化
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
勢
力
均
衡
論
に
大
き
く
依
存

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
思
慮
深
い
政
治
的
保
守
主
義
者
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
ス
ベ
ッ
ト
が
認
識
し
た
よ
う
な
ア
メ

リ
カ
の
国
家
権
力
の
変
容
に
、
後
期
ニ
ー
バ
ー
の
勢
力
均
衡
の
「
上
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
の
保
守
主
義
は
洞
察
を
欠
き
、
無
頓

着
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。T

he Present A
ge: Progress and A

narchy in M
odern A

m
erica

（1988

）
に
お
い
て
ニ

ス
ベ
ッ
ト
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
国
家
権
力
の
急
激
な
拡
大
に
注
目
し
、
ア
メ
リ
カ
の
建
国
の
父
た
ち
が
そ
れ
を
見
た
ら
、
度
肝
を
抜
か
れ

る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
国
家
権
力
の
専
制
化
に
つ
い
て
、
ニ
ス
ベ
ッ
ト
は
思
慮
深
い
保
守
主
義
の
立
場
か

ら
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
期
ニ
ー
バ
ー
の
保
守
的
な
「
キ
リ
ス
ト
教
現
実
主
義
」
は
、
こ
の
現
代
ア
メ
リ
カ
の
国
家
権
力
の
専
制
化

に
つ
い
て
、
ニ
ス
ベ
ッ
ト
が
示
し
た
よ
う
な
洞
察
を
い
さ
さ
か
欠
い
て
い
た
印
象
が
あ
る
。
シ
ェ
ル
ド
ン
・
S
・
ウ
ォ
リ
ン
は
、
ラ
デ
ィ
カ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
立
場
か
ら
、
ニ
ス
ベ
ッ
ト
に
類
似
し
た
認
識
を
示
し
て
い
る
。Politics and V

ision, expanded edition

（2004

）

に
お
い
て
、
ウ
ォ
リ
ン
は
、
二
度
の
全
体
主
義
体
制
と
の
対
峙
と
対
決
（
①
ド
イ
ツ
と
日
本
、
②
ソ
連
）
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体

制
は
、「
自
由
民
主
主
義
体
制
」
と
い
う
名
称
の
下
で
実
質
的
な
変
容
を
被
る
こ
と
に
な
り
、
全
体
化
す
る
権
力
を
各
方
面
に
お
い
て
行
使

す
る
新
し
い
覇
権
主
義
体
制
、
す
な
わ
ち
、「
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
」
へ
と
転
化
し
て
し
ま
っ
た
（p.xvi

）
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

う
し
た
ウ
ォ
リ
ン
の
観
察
は
二
一
世
紀
初
頭
の
も
の
だ
が
、
す
で
に
こ
う
し
た
事
態
は
米
ソ
冷
戦
下
で
進
ん
で
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
す
で
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
「
軍
産
複
合
体
」
の
存
在
に
つ
い
て
語
っ
た
の
は
、
大
統
領
を
離
任
す
る
一
九
六
一
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年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ラ
ヴ
ィ
ン
教
授
は
、
次
の
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
オ
ー
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
の
指
摘
を
引
用
し
て
い
る
。「
偶
像
礼
拝
が
ま
っ
た
く
な
い
政
治
社
会
は
あ

り
え
な
い
と
い
う
理
解
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
最
も
永
続
的
な
洞
察
で
あ
っ
た
」（
本
書
二
〇
―
二
一
頁
）。
こ
の
オ
ー
ド
ノ

ヴ
ァ
ン
の
指
摘
は
的
を
射
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
今
日
の
政
治
的
偶
像
礼
拝
は
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
、
日
本
の
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ

ム
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
な
ど
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
カ
リ
ス
マ
的
な
政
治
的
指
導
者
が
政
治
的
偶
像
礼
拝
の
対
象
と
な
っ
た
時
代
は
、
一

部
の
例
外
を
除
い
て
、
た
し
か
に
過
ぎ
去
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
日
、
世
界
に
は
政
治
的
偶
像
礼
拝
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
は
構
造
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い
る
金
融
資
本
主
義
体
制
（
国

際
規
模
の
政
治
経
済
体
制
と
言
っ
て
も
よ
い
）
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
集
合
的
偶
像
礼
拝
の
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
貧
富
の
差
を
構
造
的
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
寡
頭
制
的
支
配
構
造
（
オ
リ
ガ
ー

キ
ー
）
で
あ
る
。
私
た
ち
は
三
・
一
一
福
島
放
射
能
汚
染
の
出
来
事
を
通
じ
て
、
戦
後
日
本
の
原
発
事
業
に
お
け
る
「
政
・
官
・
財
・
学
・

報
」
の
「
原
子
力
村
」
と
い
う
オ
リ
ガ
ー
キ
ー
構
造
に
関
し
て
白
日
の
下
に
曝
さ
れ
る
と
い
う
国
民
的
経
験
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
世

界
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
や
問
題
圏
に
つ
い
て
ニ
ー
バ
ー
が
示
し
て
く
れ
た
き
わ
め
て
適
確
で
思
慮
深
い
権
力
の
批
判
的
考
察
（
神
学
的
・

歴
史
的
・
社
会
学
的
・
政
治
思
想
史
的
検
討
）
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
。


